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本会議名等 議員名 川村 明雄 確認年月日 H28.6.22 

開催日 Ｈ28.6.21 
議案名等 

一般質問 
（福島町ふる里自慢アピール条例の制定につい
て） 会議名 定例会6月会議 

質問要旨 

【福島町ふる里自慢アピール条例の制定について】 
直ちに景観条例までは行かないだろうが、町内の自慢できる資源について総
点検してはどうか。沿道の景観を見ても、高齢化している町内会に花壇や樹
木の整備等への対応は厳しい状況になっている。守り方や活かし方をどのよ
うにしたら良いか、各町内会にあった形での対応も検討すべきと思う。 
又、沿道以外の景観の活かし方、守り方を進めるためにもその仕組みを作っ
てほしいが、町長の意見は。 

答弁要旨 
 

(答弁者：鳴海町長) 

 

ふる里の景観は先代が脈々と築いてきた中で我々が引き継いでいる。その思
いを守り伝えていくことが必要だと思う。人口減少していく中で、人材も確
保できない。町内会の力を借りてきているがボランティアや社会奉仕だけで
はすべてを賄えない時代が来ている。多少有償なりにすることによって雇用
まではいなかいけれども、仕組みづくりをもう一度再構築する時期に来てい
ると思う。町内会などの方からご意見をいただきながら、新たな仕組みを作っ
ていければよいと思っている。 

対応・進捗状況 

対応済み 
（平成 年 月 日） 対応中 実施不可 

取り組み状況  
■平成２８年９月１日 現在 
 ふる里自慢アピール条例の制定については、条例制定までは考えていない
旨答弁いたしました。 
その中で、景観等を引き継いでいくためには、新たな仕組みがあればとの

認識であり、追跡調査事項には、なじまないものと考えております。 

調査を終了する本会議 平成30年度定例会6月会議 

その他参考事項 

追跡内容は上記の1項目としました。 

 


